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はじめに
　私はアメリカで ｷ年ほど記者をやっておりまして、ブッシュ対ゴア、ブッ
シュ対ケリーの大統領選の両方とも同行取材をしました。本日、中山先生が
流したオバマの ｲつ目のビデオは ｲｰｰｴ年の民主党全国大会のときのもので
すが、私は会場におりました。いま、映像を見ながら、あのときのことを思
い出しました。
　新聞記者が政治家に同化したり感情移入したりするのは失格ですが、私は
アメリカにいる間、ｲ回だけ政治家の演説に鳥肌がたったことがあります。
その ｱつがこの演説でした。「リベラルな米国も、保守的な米国もない。あ
るのはアメリカ合衆国だ。黒人の米国も白人の米国も、ラティーノの米国も、
アジア系の米国もない。あるのはアメリカ合衆国だ」。多様性の象徴のよう
な存在である自分こそが、まさに分断と分裂の国といわれていたこの国を癒
やし、やがては統合と団結に導くのだ。そんな「物語」が、すでにこの演説
に込められていたといえます。
　日本語に翻訳して書くとたいしたことはないのかもしれません。ただ、当
日会場でこの若き政治家の演説を聴きながら、その言葉、リズム、声、態度、
聴衆の反応に本当に鳥肌が立ちました。私は以来、上院の委員会の公聴会な
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どでオバマを見てきました。
　ちなみにもう一回鳥肌がたったというのは、ｲｰｰｰ年のブッシュ対ゴアの
大統領選の際のやはり民主党全国大会でのクリントン演説でした。このとき、
聴衆はほとんどロックコンサートのように熱狂しました。アメリカの政治家
が言葉で生きているということを痛感したわけです。私はロシアでも記者を
して、ゴルバチョフやエリツィンの演説を聴く機会に恵まれました。政治家
が、生きるか死ぬか、のるかそるか、その勝負を言葉で切り開いていく光景
は、アメリカでもロシアでも共通しています。
　政治家には、言葉によって国民の心をとらえ、国民を説得する力が求めら
れます。いまは、とくにそのような資質が必要とされる時代です。わたしは
日本でも政治記者として歴代首相をはじめ与野党のさまざまな政治家の演説
を聴いてきました。鳥肌どころか感銘を受ける演説は、残念ながらまだ聴い
たことがありません。
　今日のパネルにご招待いただいたのは相当早い時期だったのですが、お受
けしたときは、まさか、福田首相があのような形で政権を投げ出し、ｹ月に
は麻生政権が誕生し、朝日新聞の ｱ面の経済記事に「大恐慌以来」という文
脈で「恐慌」という言葉が踊るとは思いませんでした。それほどまでにいま
は、ニュースの動きが早い時代です。
　それは、今日、日本で注目されている解散・総選挙の日程も同じです。
　以前なら、実は本日は、衆院解散の Xデーとして最も高い可能性の日で
した。先月のある段階までは、正直、私も今日ここにおじゃまできるかどうか、
わからなかったのですが、それは、米国の金融危機、史上最悪の株安、不良
債権買い取りに関する米議会の迷走の前の話です。それらを含む様々な政治、
経済情勢の激変で解散はなくなりました。
　現段階ではわかりません。が、かりに日本の総選挙が ｱｱ月 ｲ日ならば、
あるいは、一週間後の ｹ日なら何を意味するか。ほぼ日米ダブル選挙となる
わけです。
　自民党の一部に ｲ日投票を主張する人がいます。その理由の一つに、大統
領選が挙がっています。オバマ当選なら、米国における民主党の政権奪還と、
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オバマの変革メッセージが日本に波及してしまう、もともと、自民には不利
な情勢なのでよけい不利になる。そう考えているようです。
　日程を動かせないアメリカの大統領選が、首相の裁量で日程を選べる日本
の総選挙日程をめぐる論議にもこのように影響しているわけです。
　今日の代表質問では国民新党から挑発的に、「米国の大統領選で誰が勝つ
かを見極めて総選挙をやればいい」という質問すらありました。もちろん、
麻生さんの答弁は「日米関係が密接とはいえ、選挙の日程は別問題」という
ものです。これは、だれが答弁しても同じでしょう。ただ、挑発的な質問で
あるにせよ、こういう質問が国会で飛び出すこと自体、米国の大統領選が日
本の総選挙に関係していることをうかがわせるエピソードといえます。
ディベートの光景
　さて、今日、私に与えられたテーマは大統領選と日米関係です。
　昔の日本の新聞のワシントン特派員、世代的にいえば、すでに定年退職し
た私の先輩たちは、連邦議会の決議案の山のなかから、経済摩擦を背景とす
る対日非難決議案を探して報じるのも重要な仕事のひとつでした。ジャパン
の J、つまり、「Jワードを探せ」。それが合言葉でした。非難決議案を探し
て記事にすると日本の新聞では ｱ面で大きく報道されるという時代でした。
いま、Jワードはありません。
　 ｳつのディベートを紹介したいと思います。　
　まず、ｹ月 ｲｶ日ミシシッピ大学での第一回大統領選ディベートです。
　司会者のニュースキャスター、ジム・レーラー氏は、北朝鮮以外のアジア
外交に関する質問はしませんでした。中国についても、米国の競争力や対外
債務の文脈で触れた程度です。総じて日本はおろか、アジア政策はあまり議
論になりませんでした。
　次は ｹ月 ｲｲ日の外交問題評議会（CFR）のパネルです。
　パネリストの ｱ人に対日専門家として名高いシーラ・スミスさんが出席し
ました。しばらく議論が続いた後、聴衆の ｱ人がたまりかねて手を挙げまし
た。元国務次官補、ジョンズ・ホプキンズ大学高等国際問題研究大学院（SAIS）
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で日本外交論を教え、東京の米国大使館勤務の経験もあるラス・デミング教
授でした。
　彼はこう言いました。「議論はすでに ｴｵ分以上続いているが、これまでに
日本の名前が一回もでてこないではないか」。
　最後が ｹ月 ｲｲ日、ナショナル・プレス・クラブであったアジア研究財団
（NBR）のパネルです。
　司会はロシア、インドなどの大使を務めたピカリング氏でした。議論は司
会者がオバマ、マケイン両陣営のアジア政策担当者に質問する形で進められ
ました。この時期のワシントンの外交エリートたちの関心の所在を知って頂
くため、彼がパネリストに出した質問を紹介します。
①「金融危機はアジアにおけるアメリカの指導力にどのような影響を及ぼす
か」
②「ブッシュ政権の対中国政策のいい点、悪い点は何か」
③「歴代の大統領は就任後最初に訪問する外国は欧州であることが多いのだ
が、オバマやマケインは就任したらまず、アジアに行くか」
④「台湾が独立宣言をして中国が武力行使に出た場合、あなたの政権はどう
するか」
⑤「中国とインドをいかにして気候変動の交渉のテーブルにつかせるか」
⑥「アルカイダ、タリバン掃討のため、いかにしてパキスタンをこちらに引
き寄せるか」
⑦「アフガニスタンの安定化のために何をするか」
⑧「インドとパキスタンの核問題にどう対処するか」
⑨「北朝鮮の核問題にどう対処するか。テロ支援国リストから除外するか。
ｶ者協議継続を危険にさらしてでも制裁を科すか」
　以上です。
　答えに「日本」が出てきたのは、③の訪問国に関する質問でした。オバマ
陣営の外交ブレーンで、上院外交委員会のスタッフだったフランク・ジャヌー
ジ氏は「まず東京、ついで、他の重要な同盟国（韓国など）、そして北京でしょ
う」と答えました。
　これは後でふれますが、クリントン時代に日本を素通りした「ジャパン・
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パッシング」を意識した答えだったのでしょう。ジャヌージ氏はしばらく日
本で研究生活をしていたので、日本人の気持ちをわかっていたのかもしれま
せん。
　パネルの最後の方になって、会場の一角からようやく日本に関する質問が
出ました。
「日本がいわゆる普通の国になるために、たとえば憲法改正や海外での武力
行使などを実現するために、米国はどのような役割を果たせるか」。
　ちなみに、その質問をしたのは、私がアメリカ総局長をしていたとき、ワ
シントンの朝日新聞オフィスで雇っていた米国人の助手でした。彼は、朝日
での任期を終えた後、米国の新聞社に入社し、その会場で質問をしたわけで
す。
　ちなみにその質問に対する答えは、ジャヌージ氏が「日米同盟は、アジア
太平洋におけるアメリカの安全保障政策の礎だ。同盟強化は進行中だが、日
本の民主主義を尊重しなければならない。世界における日本の役割を決める
のはワシントンではなく、日本国民でなければならない」。
　マケイン陣営のマイケル・グリーン元国家安全保障会議上級アジア部長は
「日本がより大きな役割を果たし続けるよう促す。しかし、本当に重要なのは、
同盟国の利益に目配りしつつ、貿易や対北朝鮮交渉で難しい決断を下せるか
どうかだ」と答えました。
　これまでに目についた、日本についてのネガティブな話をあともう少しさ
せて頂きます。
　選挙戦中、ヒラリー・クリントン上院議員がフォーリン・アフェアーズ誌
に寄稿した論文に「アメリカと中国との関係は ｲｱ世紀におけるもっとも重
要な ｲ国間関係である」という一節がありました。マイケル・マンスフィー
ルド元駐日大使が日米関係を「世界で最も重要な ｲ国間関係」と評したのが
あまりにも有名なだけに、日本の政界、官界、メディアで大きな話題を呼び
ました。
　彼女は、同盟関係の項でまず、欧州をとりあげます。ついで、アジアに目
を転じれば、と来て、「インドが特別の重要性をもっている」。そして、「また、
┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁30 31ᄢ⛔㗔ㆬ᜼䬷ᣣ☨㑐ଥ
豪州、インド、日本、米国は、テロとの戦い、地球温暖化、グローバルなエ
ネルギーの安定供給など、共有する懸念に対して協調していくためのさらな
る方法を見いださなければならない」と続きます。
　論文のドラフト段階では日米関係に触れてあったのに最終段階で削られ
た、という情報もあります。ヒラリーさんの外交ブレーン、リチャード・ホ
ルブルック元国連大使が、日本のニューヨーク総領事公邸での昼食会で「日
米同盟はアジアにおける米国の政策の基盤」とするステートメントを発表し
て火消しに努めました。
　ちなみに、オバマ氏のフォーリン・アフェアーズ誌論文は、北大西洋条約
機構（NATO）の強化についてたっぷり展開した後で、「中国が台頭し、日
韓が自己主張を強めている北東アジアにおいては、ｲ国間合意、不定期の首
脳会議、ｶ者協議のような特別のアレンジメントを超えた、もっと効率的な
枠組みの導入が必要だ」と述べているだけでした。
話題にならない日本
　さて、なぜ、日本はおろか、アジアもあまり話題にならないのでしょうか。
同僚記者と話したのですが、ざっと ｵつの理由が挙げられそうです。
　まずは日本の存在感の低下です。
　余談ですが、実は、別のところでは存在感が高まっているのです。アニメ、
マンガがクール・ジャパンの核になっています。米国の本屋に行けばわかり
ます。パリでもジャパン・エキスポ、いわゆる日本祭が大人気で、日本の首
相の名前など知らない若者がコスプレ姿で集まり、大にぎわいを見せていま
す。私のモスクワ勤務のころは、いまのようにロシアで鮨や柔道、折り紙が
ブームになったり、広がったりしているのは、想像もつかないことでした。
　第 ｲは、ブッシュ政権がイラクにかかりきりになり、そのあおりで、アジ
アにおける米国のリーダーシップが落ち込んだことがあげられます。対北朝
鮮の政策転換も、イラク、イランやパレスチナ、アフガニスタンに力を注ぐ
ため、というのが大きな理由でした。
　第 ｳは、この関連でもありますが、外交政策の優先順位におけるアジアの
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比重が低下したことです。次の政権の最大のテーマは経済危機でしょう。そ
れ以外では、イラク撤退、イランの核、アフガニスタンの安定化、中東和平
が重要課題となると思われます。
　第 ｴは、アジアの比重は低下しているものの、そのなかで、中国の政治、
経済的存在感が高まっていることが挙げられるでしょう。アジアにおけるパ
ワーバランスの変化が反映しています。そして、これは、最初に挙げた日本
の存在感の低下にもつながることですが、アジアにおける求心力が中国とイ
ンドにシフトしていることが挙げられます。
　最後は、米国にとっては、対中国にせよ、対日にせよ、対北朝鮮にせよ、
実は選択肢が限られているということでしょう。イラク増派か撤退か、とは
違い、現実にどちらの党が政権をとっても現状では対日政策、対中国政策に
ついてはそれほど多くの選択肢があるわけではない。北朝鮮にしても金正日
が明日死んで国が崩壊して大混乱になるというなら話は別ですけど、そうで
ない限りは政策の選択肢はあまり広いものではない。
共和党政権待望論？
　日本の政治家、官僚と話した後で米国の友人たちがよく言うせりふに、日
本には潜在的な共和党政権待望論があるようだね、というものがあります。
それは、ニクソン訪中の記憶が残る中国でもそうかもしれません。東京に
は、ディールのできる相手は共和党だというパーセプションがあるのではな
いか、という指摘です。
　「日本人の記憶に残る直近の民主党のイメージは何か。ホワイトハウスに
とってのアジア政策とは経済・通商問題であり、地政学的には中国問題、と
いうものだ」。日本ではそんな指摘も聞きます。
　確かに、共和党は安保の党です。私が取材した ｹ・ｱｱ同時多発テロ後の大
統領選、ブッシュ対ケリーの時ですが、「民主党は安保に弱い」というイメー
ジが多数の米国民にありました。ケリー候補が苦しんだのもこの点でした。
　また、米国が景気低迷に苦しんでいた ｱｹｹｰ年代の前半に、日本は米との
経済摩擦に直面していました。日本たたき（ジャパン・バッシング）。対日
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貿易赤字の急増を背景とする経済摩擦。日米包括経済協議。強硬な市場開放
要求。クリントン時代の記憶はそんなところです。
　クリントン氏は民主党のニューリーダーとして思い切って中道に舵を切り
ました。共和党から政権を奪還したクリントン氏でしたが、その代償として、
民主党の伝統的な支持基盤の一つである労働組合に借りができたわけです。
借りを返す過程で具体化したのが、当時の日本に対するタフな通商政策だっ
たという指摘もあります。
　日本人にとって、民主党政権時代の経済摩擦、ジャパン・バッシングとい
うある種のトラウマがまだ残っているということなのでしょうか。それから
もう一つ、クリントンが外遊に行ったときに日本を素通りした。中国に ｸ日
間も滞在したのに日本には来なかったではないか、「ジャパン・パッシング」
ではないか、と当時報道されました。私は、ｲｰｰｰ年のブッシュ対ゴアの対
決のなかで、後の国務副長官のアーミテージ氏らブッシュ陣営のアジア政策
ブレーンが、我々記者団に対して、ブッシュ政権は同盟国日本を決して素通
りしない、と何度も強調していたのを覚えています。
　そういう形で、民主党というのは日本に冷たいという、何となくそんなイ
メージが日本の統治層やオピニオン・リーダー、メディアにもあるのかもし
れません。
　それからこれから先は余談ですが、そして、くだけた印象論以外の何もの
でもないのですが、日本の一部の政治家や官僚は共和党の人達はグッド・ガ
イだ、とよく言います。たとえばアーミテージ元国務副長官。この人は日本
の政治家や官僚にとっては本当にありがたい人で、知日派の国務省 No╆やｲの
高官だったわけですが、彼は日本から国会議員が来るとごく少数の例外を除
いて必ず会いました。相手の話がいかに空疎でも、目的が講演会用の握手写
真とわかっていても撮影に応じた。それだけ、日本を大切にする人だといえ
ます。
　余談ついでに日本についての気配りのエピソードでよく言われるのは小泉
さんの最後の訪米です。ブッシュ大統領は小泉さん一行をエア・フォース・
ワンに乗せます。そこで出てきた食事がご飯と納豆と味噌汁でした。日本人
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同行スタッフは驚いたそうです。私はある方からその際の写真を見せて頂き
ましたが、本当に納豆が出ていました。もうひとつ、余談ついでに言えば、
コンドリーザ・ライス国務長官は天麩羅が大好きで、ラムズフェルド元国防
長官は鮨に目がない。彼は、加藤良三大使が公邸でパーティーを開くとよく
来ていました。私もそんな鮨パーティーでラムズフェルド氏と話をする機会
もあったのですが、そういう日本食ファンも結構いて、もちろん、トップに
小泉・ブッシュ関係があり、何となく共和党政権時代は日米関係がいいじゃ
ないかというイメージが永田町や霞ヶ関にはありました。
　もちろん、歴史的に共和党政権がそうで、民主党政権がその逆ということ
はないのですが、先ほど挙げた理由以外にも、クリントン政権時代の対日政
策のハンドリングをしていたのがそういう知日派、親日派ではなく、経済摩
擦の時代ゆえに、地域としての日本専門家、国務省のジャパン・ハンズでは
なく、財務省が対日政策を見ていたということがあるでしょう。ルービン氏
やサマーズ氏、こういう人たちが対アジア、そして対日政策のグリップを握っ
ていました。日本の文化、文学、歴史を勉強、研究した人たちではなくて、
経済、通商、市場の論理のなかに日本の位置を定める、そういった人たちが
影響力を持っていた時代でした。そして財務長官やハーバード大学長を歴任
した豪腕サマーズ氏はオバマ陣営の強力な経済ブレーンです。
　先ほども言いましたが、現実はそんなに単純ではありません。オバマ大統
領が誕生したら、日本が軽視され中国が重視されるとか、北朝鮮への宥和政
策を取るとか、アメリカの政権、政策は単純ではないのです。また、かつて
の貿易摩擦の原因だった自動車が米国での現地生産を拡大する一方で、台頭
する中国が貿易摩擦の主役になったこんにち、オバマ時代が到来したとして
も日米経済摩擦がオバマ政権のアジェンダになる可能性はありません。
　ただ、日本にそういったパーセプションがあり、それが米国に逆流し、民
主党のオバマブレーンのなかには、潜在的共和党政権待望論にあからさまに
不快感を抱く人もいれば、そこを意識してメッセージを流す人もいる、とい
うことは指摘しておきたいと思います。
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対日政策のブレーンと日米関係の未来
　それではオバマ大統領が誕生したら、あるいはマケイン氏が大統領になっ
たらどんな人が日本政策のハンドリングをするのだろうかということです
が、オバマ陣営には最近、対日タスクフォースができました。日米関係のブ
レーン・チームです。ざっと ｳｰ人くらいが名前を連ねていますが、トップ
は重鎮二人です。モンデール元駐日大使とフォーリー元駐日大使。この二人
がオバマ陣営の対日政策の名誉会長になっています。二人の下にシニア・リー
ダーが ｳ人。ｱ人がジェフリー・ベーダーというブルッキングス研究所の中
国専門家です。ｲ人目はリチャード・ブッシュ。この方もブルッキングスの
中国専門家。ｳ人目がカート・キャンベル、クリントン時代の有名なペンタ
ゴン高官（元国防次官補代理）です。彼らが現段階ではオバマチームの対
日政策チームのトップ ｳになります。他にも著名人がたくさんいます。日本
人がクリントン時代に抱いているマイナスの記憶を緩和し、ヒラリー・クリ
ントン論文に日本が反発したということも踏まえ、非常に日本に丁寧なメッ
セージを送るために、例えば有名なところでは、ハーバード大学のジョセフ・
ナイ教授の存在が挙げられます。クリントン政権の国防次官補だったナイ教
授は、日米同盟の再定義の枠組みをつくり、日米同盟の戦略性向上を説いた
アーミテージ報告の中心的な筆者でもありました。彼の「スマートパワー」
構想はオバマ政権ができればそのキーワードになるでしょう。ほかに先ほど
のエピソードでも紹介した上院外交委員会スタッフのフランク・ジャヌージ
氏、ジョージ・ワシントン大のマイク・モチヅキ教授、奨学金で日本の防衛
研究所にいたマイク・シファー氏ら日本を研究したことのある人が名前を連
ねています。
　このタスクフォースを包み込む安保アドバイザーたちの集団もあります。
日本になじみのある著名人といえば、先に、ナイ教授と連名で朝日新聞とヘ
ラルド朝日に対日政策論文を寄稿したリチャード・ダンジグ元海軍長官。あ
るいは、スーザン・ライスさん。彼女はクリントン政権のアフリカ担当の国
務次官補で、ライス国務長官と同じ姓、同じアフリカ系女性で、前回選挙の
ときも「かりにケリー大統領になれば別のライスが国家安全保障担当補佐官
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になる」などと話題になることも多かった人です。その後はベーダー氏と同
じブルッキングスにいました。ジム・スタインバーグ氏はクリントン政権の
国家安全保障担当大統領次席補佐官でブルッキングス副所長を経てテキサス
大学リンドンジョンソン公共政策大学院長になりました。朝日新聞や読売新
聞が競うように自社主催のシンポジウムに招待しています。こういった人た
ちもオバマ政権ができれば外交政策の中核をなすでしょう。
　マケイン陣営のブレーンは誰かというととりあえず ｳ人の名前を覚えれ
ばいいと思います。ｱ人は先ほどのアーミテージ氏。パウエル国務長官の下
での国務副長官。ｲ人目はマイケル・グリーン氏。ブッシュ時代の国家安全
保障会議（NSC）アジア担当上級部長でした。椎名素夫さんの秘書を務め、
岩手の地方紙にもコラムを書くなど完璧な日本語を操る人です。日本の首相、
官房長官、外相らとも会ったり、携帯で話をしたりメールを交わしたりする
仲です。この人が日米関係に関する様々なリポートを書いています。ちなみ
にこの前小泉さんが引退しましたが、小泉さんの地盤を継ぐことになったご
子息を自分のシンクタンクで預かって勉強させていたのもグリーン氏です。
ｳ人目がランドール・シュライバー氏。彼らがマケイン陣営の対日、対アジ
ア政策の中核メンバーです。
　オバマ大統領の場合、マケイン大統領の場合、対日政策を扱うのはこれま
でに紹介した顔ぶれになると予想されます。
　双方とも日米同盟重視の姿勢には変わりないのです。ブッシュ・小泉蜜月
とよく言いますが、ｹｶ年の日米安保共同宣言は橋本・クリントン時代でし
たから民主党政権です。オバマ大統領になったからといって一夜にして日米
関係が変わるということはまったくない。オバマ陣営の対日政策のキーワー
ドとして「continuity（継続性）」という言葉をずっと言っています。ブッシュ
時代の日米同盟政策については基本的にはそれを引き継ぐと、オバマ陣営の
ブレーンも言っているわけです。基本的にはブレはないということになりま
す。
　オバマ氏のブレーンたちは、熱心に日本向けメッセージを発しています。
安部さんが訪米したとき、福田さんが訪米をしたときの両方とも、オバマ氏
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はコメントや声明を出しています。上院本会議で歓迎スピーチもしています。
日本の首相が来ると上院議員としてのオバマ氏のスピーチをこういう対日ブ
レーンたちがさっと書いて「日米同盟は重要だ」「日米同盟は礎だ」というメッ
セージをオバマ氏に言わせているわけです。福田さんが突然政権を放り出し
たときにも驚いたことにオバマ氏はパッとコメントを出している。福田さん
が洞爺湖サミットにおいて気候変動で行った貢献には非常に感謝するという
趣旨のコメントです。
　二人とも、皮膚感覚で何となくアジアに縁があります。オバマ氏はいうま
でもなく、ハワイ、インドネシアと縁があります。また、日系人の知り合い
も多いです。オバマ氏自身は少年時代を除けば訪日歴はないようですが、彼
の右腕の首席補佐官、ピート・ラウスという人で、トム・ダシュルという民
主党上院内総務だった党の重鎮の秘書官だった人ですが、この人は母親が日
本人だったと思います。
　マケイン氏も言うまでもなくそのアジア体験はベトナム戦争の捕虜という
ことにありました。ｶ月には彼の友人のジョー・リーバーマン上院議員を日
本に送っていろいろな人に会わせている。そういう意味で、オバマ、マケイ
ン両氏ともアジアに対する皮膚感覚があり、周囲にも日本問題に造詣の深い、
日本語に堪能な人たちがいます。ここまではいい。なので、どちらが大統領
になっても日米関係が急に変わることはない。ここまでもいいでしょう。で
は問題はないのか？問題はあります。
　最大の問題は日本側にあります。現在の日本の政治漂流です。このまま今
の政治漂流がどこまで続くのか？来年 ｱ月の新大統領就任をまたいで、これ
が続けば続くほど、日米関係に空洞化のリスクが生じてきます。日米同盟に
は、とくに外交官たちの間でよく貯金という言葉が使われます。小泉・ブッ
シュ時代の貯金はすでにありません。従って漂流が続いた場合は日米同盟の
マネジメントには大きなマイナスが生じるだろうということです。日本側に
は例の北朝鮮のテロ支援国リストからの解除問題に対する不満がものすごく
あります。一方で、アメリカ側はアフガン支援をものすごく重視しています。
とくにオバマ陣営にそれが強い。もし自公政権が総選挙後も政権を維持した
場合でも、ｳ分の ｲの多数は間違いなく消えるわけです。「ねじれ」も解消
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されません。そして、日本の政治はまだ、「ねじれ」打開のための知恵を編
み出していない。他方、「ねじれ」が解消される、つまり民主党政権が誕生
した場合は、現段階の党首の発言から判断すれば、民主党は給油問題、自衛
隊の派遣問題には非常に否定的です。どちらの結果になろうとも、アフガン
の復興、国づくりの段階の文民、経済協力の話になればまだしも、それ以前
の段階では難しい対応を迫られそうです。
　日米同盟関係が重要であるというメッセージはオバマ大統領になってもマ
ケイン大統領になっても口をそろえるだろうし、ブレーンたちもそれについ
ては非常に心血を注ぐでしょう。しかし、日本政治の低迷、漂流、混乱が続
けば、アフガンに限らず、たとえば、気候変動などの地球規模の問題にせよ、
経済危機対策にせよ、連携、協業は困難を強いられるでしょう。北朝鮮政策
の転換やテロ指定解除をきっかけに高まった日本側の不満も両国関係に影を
落とすかもしれません。
中国抜きに語れない日米関係
　さて、日米関係は中国抜きには語れません。それは次期政権にますます強
まるでしょう。マケイン氏は「中国が政治的な開放に向かうまでは、価値観
の共有に基づくのではなく、その時々に応じた利益の共有が基礎」と語って
います。米国の対中外交は伝統的にヘッジとエンゲージメントの組み合わせ
ですが、安保重視のマケイン氏には、グローバルな中国の影響力拡大に対す
るリスクヘッジの比重が強く、中国の志向する多極化システムのなかに米国
排除の地域枠組みができる予兆はないか、と警戒もしているようでもありま
す。
　オバマ氏は、身内にナンシー・ペロシ下院議長をはじめとする西海岸の人
権派を抱えています。中国に対する競争力を強化する必要性も感じているよ
うです。しかし、総じて、可能な限り協調する相手、競争相手ではあるがよ
り広範な協調関係を築く相手として中国のことを見ているようです。
　ある外交官は、中国を考えた場合、オバマ陣営には、まず解決すべき問題
を設定し、そのためにどのように同盟を活用すれば最も効果的か、というア
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プローチで臨む「アウトサイド・イン」の傾向が強く、マケイン陣営には、
まず同盟を強固なものにしたうえで問題の解決にあたるという「インサイド・
アウト」の発想がある、と言っていました。図式的ではありますが、違いを
あえてわかりやすくするには面白いレトリックだと思います。
　あるいは、マケイン陣営のグリーン氏の言葉を借りれば、「アジアで戦略
的に信頼できるのは日韓豪だ。対中交渉を進めるにはまず日本と戦略をつ
くってからだ」となります。つまり、何かを進めるにしてもまず、日本との
戦略関係をきっちり固めなければならないというアプローチといえるでしょ
う。
　オバマ陣営のだれか特定のブレーンやスタッフがそう言っているわけでは
ないのですが、まず、政権として取り組む優先課題を決めたうえで、その前
進や課題実現のために、日米同盟に何を期待するか、というアプローチがあ
ります。地域の安全保障、対テロ戦争（この言葉はオバマ政権になると死語
になるでしょうが）、エネルギー、気候変動、災害などの各分野の優先順位
と解決目標を決めたうえで、日米同盟の比重と果たすべき役割を考えるとい
うやり方でしょうか。同盟重視ではありますが、バイの関係よりはグローバ
ルの文脈で考える傾向が強く、相対的、実用的、機能的なアプローチと言え
るかもしれません。
オバマ、マケインの外交路線
　外交路線の違いについて簡単に触れたいと思います。マケインの外交路線
にはキーワードが一つあります。「leagueやofやdemocracies（民主主義国のリー
グ、同盟、連合）」です。要するに民主主義国、アメリカでも日本でもオー
ストラリアでも、そういった民主主義国がリーグを結んで、国連で答えが出
ないときには、民主主義国の連盟、リーグで集団的な行動を起こすべきであ
るという趣旨です。スーダン、ミャンマー、ジンバブエなどの独裁国家に対
しては国連ではなくてこの民主主義国のリーグが行動を起こすべき、という
のがマケイン氏の外交スピーチの肝であります。彼が意図しているのは旧西
側の同盟諸国による連合であります。いわば価値観外交、あるいは価値観に
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よって結びついた国が国連に代わって行動を起こす、そんなメッセージが込
められているようです。必然的に国連の重要性が非常に低くなるだろうとい
う予測が成り立ちます。
　ブッシュ政権時代は有志連合方式がとられました。ブッシュ大統領の対テ
ロ戦争に賛成する国はこの指止まれと言い、指に止まった国を引き連れて行
動を起こしました。これに関連して、ラムズフェルド元国防長官がドイツや
フランスは古いヨーロッパだと批判、あるいは揶揄をして、いわゆる古いヨー
ロッパとアメリカとの関係は非常に冷却したわけです。そういったことも踏
まえて、マケイン陣営は民主主義国がリーグを結ぶという表現でヨーロッパ
ともアメリカは協調するということを強調しています。ブッシュ時代のよう
に同盟関係、なかんずく欧米関係が悪くなるということは避けたい、という
メッセージがそこにあります。一方で、国連ではなくて民主主義国連合が主
導権を握って行動を起こすわけですから、そこにはいざとなればロシアも中
国も排することを厭わない、というメッセージがあるわけです。これがマケ
イン外交の一つのポイントということが言えると思います。
　これに対してオバマ氏のメッセージは「テロや核拡散などの ｲｱ世紀の脅
威に対処するために新たなパートナーシップを構築する」であります。国際
協調が基軸であり、安全保障を分担するパートナー計画です。
　大きな特色は、問題解決のために有効な相手と手を組む。パキスタンのよ
うな同盟国でも自国内のテロ掃討に前向きでないと判断するなら断固たる姿
勢をとることを辞さないが、その一方で、ロシアとの関係は基本的には対話
をするし、相手が敵であろうとも対話を拒まない、ということです。
　民主主義国リーグで全部の行動を起こすのではなくて、様々なテロや核拡
散などの脅威、エネルギーや気候変動などの問題に対応するために、いろい
ろなパートナーシップを結ぶけれども、問題解決のためには、例え中国であ
ろうがロシアであろうが手を組むことはありうる、ということです。北朝鮮
でもイランでも対話は拒まない、ということです。
　民主主義という共通の価値観でつながれていない国でも問題解決のために
利用すべきところは利用する、役割が求められるときは役割を果たさせる、
時には主導的な役割さえ果たしてもらう、そして、解決に至る貢献度合に応
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じてその国との関係も決める。そんなオバマ流プラグマティズムに徹した外
交路線が出てくると思われます。
　この点に着目すればオバマかマケインかによって外交路線の違いは出てく
るでしょう。
　それではこれが日本にどう跳ね返ってくるかということでありますが、今
のところまだ分かりません。アフガン問題をとってみても、国連との関係が
これからどうなるか、マケイン氏のいうところの民主主義国リーグがアフガ
ン対応で一枚岩になるのか、あるいは、オバマ政権がイランと対話を進める
場合、イラン問題で重要な対ロシア外交をどう進めるか、日本にとっては米
朝の対話が遡上に上る場合、日本の対北朝鮮政策、ｶ者協議の枠組み、ある
いは日米韓の政策調整（これが再活性化したら、の話ですが）との関係がど
うなるかが大きな問題となります。　　　　　　
　もうひとつ、オバマ、マケイン両陣営のアジア政策に違いがあるとすれば、
これは経済の FTAかもしれません。基本的にはマケイン陣営の方は韓国と
の FTAを熱心に結ぼうとするブレーンがいます。オバマ陣営にはアメリカ
の労働者の利益にならない FTAは修正すべきだということを言う人もいる
ようです。ただし、保護主義の誘惑に負けてはならないという強い信念を持
つ一団もオバマ陣営にはいますので、ここも単純な図式で予想するのは危険
でしょう。
　先ほどから、オバマ政権が誕生した暁には多数の人がそこから政権入りす
ると見られるという文脈で言及しましたブルッキングス研究所ですが、そこ
で、ルービン、サマーズの両氏、ジェーソン・ファーマン氏らの経済ブレー
ンが経済政策フォーラム「ハミルトン・プロジェクト」に参加し、オバマ氏
が基調演説をしたこと、弱者に対するセーフティーネットや教育改革などに
ついて話し合っていることも、興味深いと思います。アレグザンダー・ハミ
ルトンは初代財務長官であり、フェデラリストです。連邦政府を強力な組織
に育て外国の脅威に備え、中央統制を強めて国家としての機能を強化すべし、
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という立場でした。今後、経済危機が悪化した場合、そして、オバマ政権が
誕生した場合は、保護主義の誘惑を退けつつ、政府の役割をどう再定義する
か、政府と市場の関係をどう見直すのか、という議論が政策としてどのよう
に発展していくのか、注目したいと思います。
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